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第 5 章では， Au-Cu合金のスパッタ原子の角度分布およびスパッタリング収量の測定と TiCのスパソ
タリング収量の測定を行い，得られた結果とモンテカノレロ計算結果がよく合うことを確かめている。更
に， Snの固相および液相におけるスパッタリング収量の測定を試み，その実験結果よりスパッタリング
の理論計算の基礎となっている liquid -like モデルが妥当であるとの結論を導いている。
第 6 章では， レーザー蛍光分光法によるスパッタリングの解析を行うためのスパッタリング観測装置








本論文は， この合金および化合物試料におけるスパ y タリングについて，理論と実験の両面から解
明を試みている。すなわち，理論面では Ziegler ポテンシャノレに対する新しい関数表示式を導出し，そ
れを組み込んだモンテカノレロシミュレーションコードを開発して，一連の理論計算を行っている。また
実験面では，新たに Mixed-Ion-Beam イオン散乱分光法(Ion Sca ttering Spectroscopy) を開発して，
イオン衝撃下における合金表面の組成変化の動的観察を行っている。得られた結果は次のとおりである。







(4) 新たに開発した Mixed-Ion-Beamイオン散乱分光法をAu-Cu合金に応用して， イーオン誘起表面析出
過程を初めて明らかにしている。
(5) Au-Cu合金およびTiC試料のスパッタリング収量とスパッタ原子の角度分布の測定を行い，理論計
算との比較検討を行い，選択スパッタリングについて新しい知見を得ている。又， Sn について固相と
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液相におけるスパッタリング収量の測定を行い，両者の聞に差異が見られないことから， liquid-like 
モデノレが妥当で、あるとの結論を実験より導いている。
以上のように，本論文はスパッタリングについて，理論と実験の両面において新しい方式を開発し，
乙れにより合金，化合物のスパ y タリング過程の理論解析を可能にすると同時に実験的にも選択スパッ
タリング過程の解明を行ったもので，表面工学，微細加工技術，核融合工学などの諸分野に貢献すると
ころが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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